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写真：桜の花を眺めながら甘酒を堪能する患者様 

      （プライバシー保護の為、写真は加工してあります） 

 

                                          

                                          

                                         上の写真：病棟でベッドを移動させる避難訓練の様子 

                                         下の写真：的に向かって消火器で消火する訓練 

                                              （プライバシー保護の為、写真は加工してあります。） 

当院では、室内でもお花見を楽しみ、春の訪れを

感じて頂きたいという願いから、毎年 3 月にエント

ランスロビーへ桜を運び込んでいます。そして、3 月

14 日～16 日の 3 日間に渡り、栄養課の皆さんによ

り甘酒を振る舞う「お花見会」を開催しました。 

この期間中、ソメイヨシノ、陽光桜ともに満開とな

り、甘酒を飲みながら皆様の会話も弾んでいらっしゃ

いました。今回は、3 日間で述べ 220 名の方にご利

用頂くことが出来ました。来年のお花見会も、ぜひ

ご期待下さい。 

作業療法士 八木正樹

当院では1年に2回、消防訓練を実施しています。

先日 4 月 20 日、消防署員の皆様に立ち会っていた

だき、春の消防訓練が行われました。 

まず、防災防火推進委員会が作成した DVD で火災

発見から鎮火後の処置までを確認しました。その

後、病室で火災が起こった場合を想定し、患者さん

を安全な場所まで誘導していく手順を実演しなが

ら確認しました。実演後に消防署員の皆様から講評

をいただき、屋外にて消火器・補助散水栓を使用し

た消火訓練も実施されました。 

慌てず落ち着いて行動することは簡単そうに思

えますが、実はとても難しい事だと思います。訓練

を定期的に実施する事で、「もしもの事態」に備え

る事が大切だと、参加者も実感している様子でし

た。         （作業療法士 八木正樹） 

編集後記 

4・5 月は、交通事故などの人災や竜巻などの天災が続きました。被害にあわれた方のご冥福を祈りつつ、 

今、自分にできることを考えてみました。そうすると、やはり基本は防災訓練等の日頃の準備が一番だと言う

考えに辿り着いてしまうのです。今一度、身の回りの準備を確認してみましょう。（医療相談室 大瀧） 


